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  2月 21日 
  2月 22日 
  2月 23日～24日 
  2月 25日 
  2月 26日 






出国 / 関西国際空港 → 上海 / 上海浦東国際空港 
上海交通大学図書館 / 上海図書館 
調整日 
上海 / 上海虹橋国際空港 → 北京 / 北京首都国際空港 
中国国家図書館・中国国家数字図書館  
北京大学図書館 / CALIS管理中心 
清華大学図書館 
帰国 / 北京首都国際空港 → 関西国際空港 





















4. 北京大学図書館（対応時間 9:00-12:00 図書館概要説明、質疑応答は 5と同席） 
図書館概要説明、質疑応答、館内ツアー 
対応者：肖珑（图书馆副馆长）、李常庆（北京大学信息管理系、通訳） 











































 筆者は日本の大学図書館における海外製図書館システム（以下，ILS = Integrated 
Library System）導入というテーマに興味を持っている． 















・Huiwen Software, LibSys [http://www.libsys.com.cn/]  
・Shenzhen Library, ILAS [http://www.ilas.com.cn/] 
といった製品が有名なようだ．しかしトップクラス大学の図書館では海外製図書館システ
ムを導入しているところが少なくない．実際，985 工程と呼ばれる国家プロジェクトに指
定された大学に限れば，2/5 が海外製 ILS を導入しているというデータもあった 
[http://www.libsys.com.cn/985.htm]．そして，特に意図したわけではなかったが，今回の
訪問先はいずれも海外製 ILSを導入しているところばかりになった． 
・上海交通大学: SirsiDynix, Horizon  
・上海図書館: SirsiDynix, Horizon  
・中国国家図書館: Ex Libris, ALEPH500  
・北京大学: SirsiDynix, Unicorn.  










2.CALIS 総合目録については，ILS が Z39.50 に対応していれば接続でき，対応してい



















・分類: 中国図書館図書分類法（CLC = Chinese Library Classification）  










を導入した理由として，導入当時（1998 年～検討，2001 年導入）Unicode に対応してい
た図書館システムが少なかったと話していた． 
 目録規則については，それぞれ 
・CALIS（大学図書館系）: CALIS Chinese Descriptive Cataloging Rules  





学図書館界を中心とした CALIS公共目录检索系统 [http://opac.calis.edu.cn/] と，公共図
書館を中心とした中国国家図書館全国联合编目中心（OLCC = Online Library 
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 OPAC については日本とそれほど大きな差があるわけではないと感じた．例えば，いわ
ゆる次世代 OPAC（OCLC WorldCat Local, ExLibris Primo, Innovative Interfaces 










Googleと University of Michiganの関係を連想させる．Google Book Searchプロジェク
ト（当初は Google Print）がスタートしたときにまず UoMに声がかかったのは，Google



























































 RFID 導入館でもタグコストや耐用年数の問題は認識しており、開架書架には RFID タ





















 電子リソースの管理システムである ERMS は、未だ試行段階である。これは欧米製の


















































China Academic Library and Information System）のプロジェクトである高等学校中英
文图书数字化国际合作计划（CADAL: China-America Digital Academic Library または 
China-US Million Book Digital Library Project）の枠組みの中でおこなわれているのが特
徴的である。なお，同プロジェクトは，米国カーネギー・メロン大学が中国やインドの高
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等教育機関などの図書館と共同ですすめている国際的な"Million Book Project"（MBP）の


























 中国国家図書館では，2005 年から DSpace を使用して「图书馆情报学开放文库」とい
うリポジトリを構築している。中国国家図書館が刊行する図書館情報学関係の出版物に掲






研究トレーニング（SRT, Students Research Training）に関する報告などの教育成果の公





































科学技術情報の提供についても重視し，IEEE, Cambridge Journals, Blackwell, ACS, 
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DSpace at Zhejiang University（浙江大学） 
http://dspace.zju.edu.cn/ 
Hong Kong University Theses Online（HKUTO） 
http://sunzi1.lib.hku.hk/hkuto/index.jsp 




CityU Institutional Repository 
http://dspace.cityu.edu.hk/ 
PolyU Institutional Repository（PolyU IR） 
http://repository.lib.polyu.edu.hk/jspui/ 





Chinese Journal of Lung Cancer（OJS） 
http://www.lungca.org/ 




 中国には中国高等教育文献保障系统（CALIS = China Academic Library & 










・総合目録データベース & OPAC  
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を訪問して直接聞きたかったのはそこである． 
 CALIS のコアである CALIS 管理センターは北京大学図書館の中にある．北京大学訪問
時に姚晓霞（Yao XiaoXia）から話を聞くことができた．"Ten-Year Development and 
Future of CALIS" と題したプレゼンで，誕生から 10年の CALISの活動をオーバービュ
ーしてくれた． 
 CALIS は， 
・Phase 1 （1996-2000）  
・インフラ整備のための準備期 
・この時期のプロジェクトも CALISと呼んでいる 
・Phase 2 （2001-2005）  
・デジタルライブラリー構築を中心とした発展期 
・この時期のプロジェクトは CADLIS（= China Academic Digital Library &  
Information System）と呼ばれている．これは CALIS と CADAL（ = 
China-America Digital Academic Library）から成る． 
を経て，現在は Phase 3 （2007-2011） に突入している．これらはそれぞれ第九期，第十
期，第十一期の五カ年計画に対応している．残念ながらプレゼンでは Phase 3の活動につ
いては "Under Consideration" となっており，彼女は「まだ資金が決まってない」と話し
ていた．今後の活動を継続的にウォッチしたい．  






 さて，資料を通して見た CALISの活動ぶりからは CALISが中国の大学図書館界を高い
ところへ引っ張っていくんだという強いリーダーシップを感じていたが，実際に CALIS
の中の人と対面してみるとその印象はいっそう強くなった．事実，プレゼンの最後には 
"Summary" として "The Role CALIS played" というスライドがあったが，そこには 












 主館は地上 4階の巨大な建物である．総面積が 35,000平方メートル．国立国会図書館関
西館が地上 4階地下 4階で 60,000平方メートルだから，ちょうどその地上部分だけに相当
する．その形状は，まず横に細長い「長方形」部分があり，それに加えて長方形の長辺に




















 そしてこれら 3つの塔を長方形 Dが渡り廊下のように接続している．この Dは 2Fから
4Fまですべてインフォメーション・コモンズになっている．机と椅子が豊富に用意され，
パーティション代わりの棚には雑誌や新聞も置かれている．もちろん，無線 LAN も使え
る．全学で理念とされている IC^2 （IC1: Information Commons x IC2: Innovative 
Community）を図書館デザインとして表現しているそうだ． 
 残る 1Fはカウンターと OPAC端末コーナーである．透明な BDSゲートが軽やかだった













































































































































































































































れも RFID と頻繁な蔵書点検により実現したものである。RFID の活用は中国に限らず日
本国内でも進んでおり、事例の蓄積も徐々に増えている。より効率的な管理と新しいサー
ビスを検討する上で、選択の余地は十分にあると思われる。 
 ただし、現在の技術状況では、大学図書館への RFID の“全面”導入はむしろ不適切と
いわざるを得ない。RFID は管理・サービスにおいて多くの可能性を秘めている反面、コ
ストや耐用年数などクリアできていない問題も多い。大学図書館は資料を長期に亘って保





























































































































































































 具体的には，京都大学 OCW では，通常の講義資料に加えて，益川敏英氏の学生対話集
会の映像や，湯川秀樹氏，西田幾多郎氏関連の手稿，手紙，資料などを特別公開資料とし
て公開している。これらの資料に加えて，図書館で所蔵している出版物に掲載された論文，
記事を電子化してリポジトリに登録し，OCW のサイトからリンクすることによって，業
績全体を紹介できるような取り組みをおこなうといった方法が考えられる。 
 このように学内関連組織と連携して魅力的なコンテンツを作成・公開することによって，
図書館とその所蔵資料だけでなく，京都大学全体のビジビリティ・アクセシビリティを向
上させることができるのではないだろうか。 
 
 
